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山
本
壽
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、

萩
原
誠
司
美
作
市
長
は
、
来
賓
の
挨

拶
で
「
会
長
方
の
お
顔
を
拝
見
す
る

と
、
地
域
で
色
々
な
活
動
を
行
っ
て

お
ら
れ
、
ま
さ
に
地
域
の
大
黒
柱
的

存
在
」
と
激
励
の
挨
拶
。

　

市
保
健
福
祉
部
江
見
勉
課
長
の
行

政
説
明
で
は
、
本
年
度
４
月
か
ら
始

ま
っ
た
生
活
困
窮
自
立
支
援
制
度
に

よ
る
支
援
状
況
や
28
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
る
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
事
業
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

事
務
局
か
ら
は
、
地
区
社
協
が
行
っ

た
、
福
祉
会
議
・
お
た
が
い
さ
ま
ネ

ッ
ト
事
業
に
つ
い
て
27
年
度
の
２
月

現
在
ま
で
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報

告
（
３
頁
に
実
施
状
況
表
を
掲
載
）

が
行
わ
れ
、
組
織
課
題
と
し
て
取
り

組
ま
れ
た
町
内
会
や
自
治
会
区
長
と

の
連
携
強
化
や
サ
ロ
ン
活
動
活
性
化

の
取
り
組
み
が
特
徴
的
な
活
動
と
し

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
お
た
が
い
さ

ま
ネ
ッ
ト
事
業
で
は
、
29
地
区
社
協

１
７
２
集
落
で
取
り
組
ま
れ
、
64
世

帯
で
定
期
的
な
見
守
り
訪
問
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
制
度
改
革
で
は
、
友
愛
訪

問
支
援
事
業
で
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
・

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
複
合
セ
ッ
ト
で

の
配
布
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
サ

ロ
ン
の
外
出
支
援
事
業
で
は
、
前
年

度
実
績
の
１
回
平
均
で
30
人
以
上
の

出
席
が
あ
る
サ
ロ
ン
は
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
２
台
ま
で
の
貸
出
が
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
地
区
社
協
助
成
金

等
の
交
付
時
期
は
、
事
業
終
了
後
翌

年
度
４
月
末
一
括
支
払
い
と
な
り
ま

し
た
。
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業

で
は
、
市
社
協
に
本
人
、
家
族
、
関

係
機
関
か
ら
の
事
業
利
用
の
希
望
が

あ
っ
た
場
合
、
市
社
協
は
関
係
地
区

社
協
に
報
告
し
、
地
区
社
協
の
判
断

に
よ
り
、
見
守
り
会
議
を
臨
時
に
開

催
、
又
は
直
近
の
定
例
見
守
り
会
議

で
協
議
、
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

地
区
社
協
実
態
調
査
は
、
昨
年
ど

お
り
の
調
査
と
な
り
ま
す
が
、
障
が

い
者
の
実
態
を
地
域
に
把
握
し
て
も

　

市
内
31
地
区
社
協
の
連
合
協
議
体
で
あ
る
「
地
域
社
協
連

絡
会
」
は
、
２
月
25
日
㈭
、
作
東
長
寿
セ
ン
タ
ー
で
会
長
会

議
を
開
催
し
、
活
動
の
実
施
状
況
や
28
年
度
か
ら
始
ま
る
事

業
の
制
度
改
革
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事

務
局
か
ら
は
地
域
へ
の
周
知
波
及
効
果
を
目
的
に
、
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
や
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
必
要
性
を

説
明
し
、
各
地
区
社
協
単
位
で
の
説
明
会
の
開
催
も
要
請
し

ま
し
た
。

地域社協連絡会山本壽会長ら役員

地区
社協

会
長
が
集
い

　
　

事
業
を
確
認
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ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
障
が
い
者
の

実
数
を
地
区
社
協
単
位
で
記
載
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

権
利
擁
護
事
業
で
は
、
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
や
成
年
後
見
制
度
の

概
要
説
明
と
、
連
絡
会
の
こ
れ
か
ら

の
事
業
と
し
て
各
地
区
社
協
単
位
で

の
権
利
擁
護
制
度
の
説
明
会
開
催
要

請
を
行
い
、
今
年
度
第
２
回
の
会
長

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

市社協職員の事業報告を聞く各地区社協会長

平成27年度　福祉会議・おたがいさまネット事業実施状況表（平成28年2月25日現在）

地域名 事業実施
地区社協名

福祉会議実施状況 見守り会議実施状況 訪問状況

開催数 参加者数 集落数 世帯数
実施集落数 26年度

利用世帯数
27年度
利用世帯数1回目 2回目

勝 田
梶 並 3 49 6 305 6 6
勝 田 2 21 2 126 2
勝 田 東 2 33 4 173 4

大 原

大 原 2 39 5 482 5 5 4 4
讃 甘 2 24 5 259 5 5
大 野 2 28 6 254 6 6 3
大 吉 3 49

東粟倉 東 粟 倉 3 95 3 248 3 1 1

美 作

豊 国 3 34 9 1,038 9
湯 郷 3 35 27 938 27 5 4 7
豊 田 3 52 9 321 9
楢 原 2 40 5 726 5 2
巨 勢 2 39 10 338 10 4 4
田 殿 3 49 3 122 3 3

作 東

江 見 中 部 2 34 11 265 11 11 5 5
江 見 西 部 8 279 8 8 1 3
江 見 東 部 2 25 7 148 7 1 1
豊 野 2 24 6 148 6 6 2 3
土 居 2 71 5 564 5 5 6 6
福 山 2 41 5 171 5 12 12
粟 井 3 45 5 350 5 5 8
吉 野 2 64 8 371 8 2 2

英 田

奥 2 39 1 132 1 1 1 1
福 本 2 40 1 192 1 1
真 三 井 3 57 5 148 5 5
上 山 3 31 3 179 3 3 3 6
河 会 3 35 3 78 3 3 1
公 文 奥 2 35 4 81 4 4
公 文 3 55 4 144 4
尾谷・椿谷 2 23 2 109 2 3

合　　計 70 1,206 172 8,689 172 78 58 64



4

　

現
在
美
作
市
内
に
は
、
31
の
地
区
社
協
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
29
地
区
で
、
年
3
回
以
上
福
祉
会
議
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
．
福
祉
会
議
と
は

　

各
地
区
社
協
で
地
区
社
協
の
構
成
員
が
中
心
と
な

っ
て
、
自
分
た
ち
の
地
区
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
や
、
情
報
共
有
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
課

題
に
対
し
て
、
住
民
の
助
け
合
い
（
共
助
の
力
）
で

解
決
す
る
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
会
議
で

す
。２

．
な
ぜ
福
祉
会
議
が
必
要
な
の
？

　

地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
区
長
・
民
生
委
員
・
愛

育
委
員
・
栄
養
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
様
々
な
活
動
を
活
発
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
率
40
％
を
目
前
に
控
え
た
美
作

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
担
い
手
が
減
少
し
て
も
、
福
祉

的
な
ニ
ー
ズ
は
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
す
る
た
め
に

関
係
者
が
連
携
し
て
よ
り
充
実
し
た
福
祉
活
動
を
行

う
た
め
、
市
内
の
多
く
の
地
区
社
協
で
、
福
祉
会
議

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
．
福
祉
会
議
で
わ
か
る
５
つ
の
こ
と

①
地
域
の
福
祉
の
現
状
が
わ
か
る 

•

地
域
の
福
祉
の
状
況
が
共
有
で
き
ま
す

②
地
域
で
困
っ
て
い
る
人
の
こ
と
（
福
祉
ニ
ー
ズ
）

が
わ
か
る

•

地
域
に
あ
る
福
祉
課
題
や
求
め
ら
れ
る
支
援
の

情
報
が
共
有
で
き
ま
す

③
地
域
の
誰
が
何
を
し
て
い
る
か
が
わ
か
る

•

地
域
福
祉
に
関
わ
る
関
係
者
が
集
ま
る
の
で
お

互
い
の
役
割
が
わ
か
り
ま
す

④
地
域
の
住
民
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る

•

福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
で
、
住
民
が
で

き
る
助
け
合
い
活
動
が
見
え
て
き
ま
す 

⑤
地
域
の
お
互
い
の
顔
が
わ
か
る

•

会
議
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
顔
が
わ
か
り
、
よ

り
連
携
が
と
り
や
す
く
な
り
ま
す

４
．
福
祉
会
議
か
ら
出
て
き
た
活
動
事
例

　

福
祉
会
議
か
ら
出
て
き
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

①
福
祉
情
報
を
共
有
す
る
た
め
地
区
社
協
広
報
紙
を

作
り
ま
し
た
！

　
「
福
祉
情
報
の
共
有
と
発
信
が
一
番
大
切
」
地
域

住
民
向
け
に
情
報
を
発
信
す
る
た
め
に
「
地
区
社
協

広
報
紙
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
地
区
社
協
の
活
動
・

地
域
の
福
祉
関
係
者
の
紹
介
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

紹
介
な
ど
、
身
近
な
福
祉
情
報
を
載
せ
た
広
報
紙
を

定
期
的
に
発
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

②
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
情
報
更
新
！

　
「
何
か
新
し
い
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、
今
あ

る
活
動
を
充
実
さ
せ
よ
う
」
毎
年
友
愛
訪
問
時
に
、

「
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
の
情
報
（
緊
急
連
絡
先

や
服
薬
状
況
な
ど
）
の
更
新
が
で
き
て
い
る
か
確
認

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　☆
美
作
市
社
協
・
美
作
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
支
援
し
ま
す

　
「
福
祉
会
議
」
は
、
地
区
社
協
の
自
主
的
な
地
域

福
祉
活
動
の
場
で
す
が
、
こ
の
会
議
に
は
、
美
作
市

社
協
や
美
作
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

シルバーライフサポートもも訪問散髪
☎0120-328-987　URL：http://lifemomo.jp

特養グループホーム、障害者施設、ご自宅等に訪問
いたします。理美容師・訪問スタッフ募集中！
お待ちしております。

電灯／電力・上下水道・空調工事・浄化槽・電化住宅
通信工事・防犯工事・太陽光発電・環境／省エネ商品

美作市北原73-5

☎（0868）72-1314　FAX（0868）72-6165

岡本電気水道工事㈱

今回は、福祉会議について紹介します。
～地域福

祉の推進に～ 美作市社協の事業紹介
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当
職
は
、
岡
山

高
齢
者
・
障
が
い

者
権
利
擁
護
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
懇
談

会
（
通
称
岡
山
ネ
ッ

ト
懇
）
第
４
代
目
代
表
及
び
全
国
権
利

擁
護
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
代
表
を
務

め
て
お
り
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

美
作
市
の
権
利
擁
護
を
支
援
し
て
い
る

立
場
の
弁
護
士
で
す
。

　

昨
年
12
月
30
日
、
標
題
の
テ
キ
ス
ト

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
全

国
権
利
擁
護
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編
で
、

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
か
ら
、
出
版
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、「
養
成
の
た

め
に
必
要
な
知
識
を
網
羅
し
た
研
修
テ

キ
ス
ト
」
と
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
付
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
ふ
さ
わ

し
い
執
筆
陣
で
、
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
１
・
２
章
は
、
権
利
擁
護
と
は
何

か
、
特
に
、
近
時
、
重
要
視
さ
れ
て
い

る
意
思
決
定
支
援
と
は
何
か
に
つ
い
て
、

今
や
、
こ
の
領
域
で
、
日
本
の
み
な
ら

ず
、
ア
ジ
ア
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
佐

藤
彰
一
全
国
権
利
擁
護
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
代
表
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
章
で
は
、
高
齢
者
虐
待
防
止
学

会
を
代
表
す
る
池
田
直
樹
弁
護
士
、
第

４
章
は
、
消
費
者
被
害
に
つ
い
て
、
日

弁
連
の
重
鎮
で
あ
る
久
岡
英
樹
弁
護
士
、

第
５
章
は
、
地
域
福
祉
と
成
年
後
見
の

関
係
に
つ
い
て
、
こ
の
領
域
の
権
威
で

あ
る
日
本
福
祉
大
学
平
野
隆
之
副
学
長
、

第
７
章
対
人
援
助
に
つ
い
て
は
、
第
一

人
者
で
あ
る
東
洋
大
学
髙
山
直
樹
教
授
、

第
８
章
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
、
第
一
人
者
で

あ
る
日
本
福
祉
大
学
田
中
千
枝
子
教
授

と
、
第
一
人
者
の
担
当
が
続
き
ま
す
。

　

そ
の
後
の
成
年
後
見
を
法
人
で
運

営
・
管
理
等
を
実
施
す
る
た
め
の
知
識

や
ス
キ
ル
に
つ
い
て
は
、
第
一
線
の
実

務
家
（
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
法
人
事

務
局
職
員
等
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
を

担
当
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
市

民
後
見
論
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
こ
の

領
域
の
第
一
人
者
で
あ
る
大
阪
市
立
大

学
大
学
院
岩
間
伸
之
教
授
が
執
筆
を
担

当
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
書
い
て
し
ま
う
と
、
と

て
も
難
し
い
テ
キ
ス
ト
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
の
尽
力
で
、
と
て
も
読
み
や

す
く
、
わ
か
り
や
す
い
テ
キ
ス
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
、
こ

の
よ
う
な
研
修
テ
キ
ス
ト
も
踏
ま
え
て
、

質
の
高
い
法
人
後
見
を
実
践
し
て
、
美

作
市
に
お
け
る
地
域
福
祉
と
権
利
擁
護

の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
切
に
願

っ
て
い
ま
す
。

「
権
利
擁
護
支
援
と
法
人
後
見
」　　
弁
護
士　

竹
内　

俊
一

　市社協は、昨年２月から法人後見受任体制を確立し、法人後見事業に取り組んで
います。これら、後見業務の実施にあたり、受任適否の判断や後見業務の指導を行
い適正な後見業務を担保するために法人後見運営委員会（７人の弁護士・司法書士
等で組織）を設置しています。今回から運営委員の皆様から自己紹介や権利擁護に
関する様々な事案等の記事を寄稿いただき、紹介するコーナーを設けました。

擁 護 コ ー権 利 ナ ー

国土交通省許可　中国自許第６号　中国自一許第283号

有限会社　ナイカイグループ

みまさか 市 葬 儀 会 館 岡山県美作市豊国原1081
TEL（0868）72-0983

美咲・赤磐・美作葬儀会館 岡山県久米郡美咲町高下283
TEL（086）954-0983

奈義・勝北・勝央・葬儀会館 岡山県勝田郡奈義町上町川1628-1
TEL（0868）36-8983

※タクシー事業部／安全タクシー・湯郷タクシー　　※バス事業部／ナイカイ観光
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２
月
22
日
㈪
、
作
東
公
民
館
に
て
、
江

見
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に
よ
る
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
地
域
の
高
齢
者
の
方
を
招
い

て
毎
年
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
催
し
て

お
り
、
今
回
は
真
加
部
駐
在
所
の
末
田
警

部
補
に
、
楽
し
く
て
為
に
な
る
交
通
安
全

や
防
犯
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
カ
レ
ー

の
昼
食
を
い
た
だ
い
た
後
は
、
い
っ
し
ょ

に
囲
碁
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
メ
ン
バ
ー
が
高
齢
化
し
て
し
も
う
て
、

ど
っ
ち
が
高
齢
者
で
ど
っ
ち
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
か
分
か
ら
ん
け
ど
、
楽
し
ん
で
も
ら

え
と
る
け
ん
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
や
る
気
に
溢
れ
た

お
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　

少
し
肌
寒
い
日
よ
り
で
し
た
が
、
楽
し

く
て
暖
か
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

作
東
支
所　

天
野　

心
平

　

公
文
奥
地
区
社
協
（
会
長
栁
澤
英
美
）

は
、
福
祉
会
議
で
囲
碁
ボ
ー
ル
の
購
入
に

つ
い
て
、
地
区
の
ふ
れ
あ
い
行
事
に
役
立

て
よ
う
と
協
議
を
重
ね
て
こ
の
ほ
ど
購
入

し
ま
し
た
。

　

公
文
奥
地
区
に
は
、
名
杭
・
城
田
・
中

河
内
の
３
地
区
で
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い

き
い
き
サ
ロ
ン
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
囲
碁
ボ
ー
ル
を
購
入
し
た
こ
と
で
高

齢
者
の
ふ
れ
あ
い
行
事
に
利
用
で
き
る
と

関
係
者
の
方
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
月
23
日
㈯
に
公
文
な
か
よ
し
会
（
代

表
中
村
紀
美
子
）
の
ふ
れ
あ
い
会

が
名
杭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で

あ
り
、
午
前
中
は
福
本
駐
在
所
か

ら
振
り
込
め
詐
欺
等
高
齢
者
に
ま

つ
わ
る
関
係
の
話
を
聞
き
、
午
後
か
ら
囲

碁
ボ
ー
ル
と
お
手
玉
等
を
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
男
性
会
員
９
名
の
参

加
が
あ
り
、
新
年
度
の
活
動
内
容
等
も
話

し
合
わ
れ
て
、
内
容
の
充
実
し
た
サ
ロ
ン

活
動
と
な
り
ま
し
た
。

英
田
支
所　

唐
内　

清
海

支所通信

さ
く
と
う
支
所

あ
い
だ
支
所

江
見
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

寒
さ
も
吹
き
飛
ぶ
！
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
開
催
！

　

囲
碁
ボ
ー
ル
購
入
で

サ
ロ
ン
応
援

男性会員参加のサロン活動
（写真提供：公文なかよし会）

地
区
社
協
会
長

・
今
後
は
ど
う
利
用
さ
れ
ま
す
か

　

高
齢
者
が
家
で
の
閉
じ
こ
も
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
も
現
在
週
１
回
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

・
サ
ロ
ン
活
動
へ
の
期
待
は

　

囲
碁
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
男
性
参
加
が
多
く
な
り
、
充
実

し
た
サ
ロ
ン
活
動
に
期
待
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
代
表
者

・
サ
ロ
ン
に
男
性
参
加
が
で
き
た
の
は

　

サ
ロ
ン
に
囲
碁
ボ
ー
ル
を
取
入
れ
た
ら
男
性
と
一
緒
に

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
購
入
し
た
囲

碁
ボ
ー
ル
を
使
い
男
性
の
参
加
が
多
く
、
大
変
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
今
後
の
サ
ロ
ン
活
動
の
様
子
は

　

今
回
を
き
っ
か
け
に
、
地
区
の
多
く
の
方
の
参
加
が
で

き
る
楽
し
い
サ
ロ
ン
活
動
が
で
き
た
ら
と
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 （

代
表
者
の
声
）

公文奥
地区社協

囲碁ボールを楽しむ高齢者
（写真提供：公文なかよし会）

ジャンケンゲームを楽しむ参加者 いい所へ玉が転がったわ…
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あなたのまちの
高齢者ふれあい・いきいきサロン

　

年
８
回
集
ま
っ
て
食
べ
な
が
ら
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
季
節
に
合
っ
た

食
事
作
り
、
美
作
ふ
る
さ
と
検
定
問

題
集
に
取
り
組
み
、
そ
の
他
脳
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
介
護
予
防
体
操
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
鑑
賞
、
野
外
活
動
や
、
買
い
物
支

援
で
の
外
出
は
、
会
食
も
交
え
い
ろ

ん
な
場
所
に
い
く
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ

ん
の
案
内
に
よ
る
市
内
巡
り
は
、
と

て
も
わ
か
り
や
す
く
、
美
作
市
内
の

歴
史
が
よ
く
わ
か
り
、
平
成
28
年
度

も
企
画
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
『
た
の
し
み
の
美
土
呂
サ
ロ
ン
は

長
寿
薬
』
皆
で
集
ま
り
お
し
ゃ
べ
り

が
元
気
の
源
で
す
。

（
寄
稿　

美
土
呂
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

代
表　

片
山　

房
子
）

美み

ど

ろ
土
呂
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
川
上
下
）

サ
ロ
ン
活
動
が
長
寿
の
源
と
な
る

　

私
た
ち
の
サ
ロ
ン
で
は
、「
老
若

男
女
、
誰
も
が
自
由
に
明
る
く
気
楽

に
参
加
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
三
月

に
皆
で
会
食
を
交
え
な
が
ら
話
し
合

っ
て
決
め
た
年
間
計
画
を
も
と
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
毎
年
恒
例
の
花
見

会
、
年
一
回
の
戸
外
活
動
、
老
人
ク

ラ
ブ
と
の
囲
碁
ボ
ー
ル
、
子
供
会
と

の
七
夕
会
、
消
防
団
主
催
の
夏
祭
に

参
加
、
介
護
予
防
体
操
、
映
画
鑑
賞
、

「
コ
ン
ブ
リ
オ
」
の
生
演
奏
を
聴
く

会
、
高
齢
者
に
は
一
番
身
近
な
介
護

と
、
施
設
利
用
に
つ
い
て
な
ど
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
の
話
に
も
関

心
が
高
く
、
毎
回
多
く
の
参
加
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
行
事
予
定
表
は

各
戸
に
配
布
し
、
変
更
等
あ
れ
ば
そ

の
都
度
回
覧
で
お
知
ら
せ
を
し
て
い

ま
す
。
山
間
地
で
す
の
で
、
熊
よ
け

の
鈴
づ
く
り
も
行
っ
た
り
、
子
供
た

ち
と
「
美
作
カ
ル
タ
」
取
り
を
し
て

ワ
イ
ワ
イ
賑
や
か
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。

（
寄
稿　

大
空
会　

代
表　

山
田　

牧
子
）

大
空
会
（
東
吉
田
）

気
楽
に
集
え
る
居
場
所
づ
く
り

高齢者とカルタ取りを楽しむ子供たち

子供たちと一緒に楽しく過ごす高齢者ら

DVDを観て皆さんで笑い合うサロン季節に合わせ工夫を凝らした食事

東粟倉
地域

大原
地域
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み
ん
な
で
家
族
ご
っ
こ

野
村　

お
一
人
暮
ら
し
で
さ
み
し
く

さ
れ
て
い
る
の
で
、「
家
族
ご
っ
こ

し
よ
う
ね
〜
」
と
言
っ
て
、
手
作
り

の
夕
食
を
持
っ
て
行
っ
て
三
人
で
一

緒
に
食
べ
て
い
る
ん
で
す
。「
こ
ん

な
家
庭
料
理
久
し
ぶ
り
に
食
べ
た

〜
」
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

真
野　

屈
託
な
く
話
を
さ
れ
る
方
な

の
で
、
会
話
も
弾
む
し
、
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
し
て
い
ま
す
。

な
つ
か
し
い
話
で
イ
キ
イ
キ
！

真
野　

よ
く
話
に
出
る
の
は
、
昔
の

江
見
の
町
や
商
店
街
の
話
を
さ
れ
る

　

作
東
地
域
に
お
住
ま
い
の
野

村
啓
子
さ
ん
（
写
真
右
）・
真
野

み
よ
子
さ
ん
（
同
左
）
は
、
江
見
中
部

地
区
社
協
の
ふ
れ
あ
い
訪
問
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
二

人
は
ご
高
齢
で
一
人
暮
ら
し
の
お
宅
に
定
期
的
に
訪
問
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
一
体
ど
ん
な
思
い
で
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

お
二
人
の
お
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
訪
問
員
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

【
作
東
地
域
】

野
村　

啓
子 

さ
ん

真
野
み
よ
子 

さ
ん

ん
で
す
。
私
も
地
元
で
生
ま
れ
育
っ

た
か
ら
よ
く
わ
か
る
ん
で
す
ね
。
当

時
の
話
を
す
る
時
は
表
情
が
イ
キ
イ

キ
し
て
い
ま
す
ね
〜
。

地
域
の
み
ん
な
で
見
守
っ
て
ま
す

野
村　

た
ま
た
ま
私
た
ち
二
人
が
ふ

れ
あ
い
訪
問
員
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
が
、
区
長
さ
ん
や
民
生
委
員
さ

ん
は
じ
め
、
地
域
の
皆
が
気
に
か
け

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、
共
助
の

見
守
り
が
で
き
て
い
る
な
〜
と
感
じ

ま
す
。

二
人
一
組
で
訪
問
し
て
み
て

野
村　

や
っ
ぱ
り
お
互
い
に
相
談
で

き
る
の
が
良
い
で
す
ね
。

真
野　

小
さ
な
こ
と
で
も
共
有
で
き

る
ん
で
す
。
帰
り
道
で
は
い
つ
も
二

人
で
あ
ー
で
も
な
い
こ
ー
で
も
な
い

と
反
省
会
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す

（
笑
）。

喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い

真
野　

訪
問
し
て
喜
ん
で
く
れ
る
こ

と
が
一
番
、
毎
回
喜
ん
で
く
れ
る
と
、

や
っ
ぱ
り
こ
ち
ら
も
嬉
し
く
な
る
ん

で
す
よ
。
私
も
い
つ
か
は
地
域
に
お

世
話
に
な
る
時
が
来
る
の
で
、
何
か

で
き
る
時
に
は
や
ら
せ
て
も
ら
い
た

い
ん
で
す
。

野
村　
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感

謝
の
気
持
ち
が
私
た
ち
は
嬉
し
い
ん

で
す
ね
。
苦
痛
に
な
る
よ
う
な
ら
続

か
な
い
ん
で
す
。
一
緒
に
ご
飯
を
食

べ
て
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、

相
手
の
方
が
満
足
し
て
く
れ
た
ら
私

た
ち
も
満
足
な
ん
で
す
。

ち
な
み
に
お
二
人
、
ご
趣
味
は
？

真
野　

幼
い
頃
か
ら
書
道
を
し
て
い

ま
す
。
今
は
書
道
教
室
と
合
わ
せ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
福
祉
施
設
に
習
字

を
教
え
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

野
村　

二
十
年
近
く
手
芸
を
し
て
い

て
、
編
み
物
教
室
の
手
伝
い
も
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
で
す

よ
〜
。

作
東
支
所　

安
東　

賢
治

皆で食事すると美味しいですね…

真野さんの書道作品

野村さんの編み物作品

輝
く
輝
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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デイサービスを利用したい・
手すりを付けたい等 どうしたらよいの…

司法書士による「なんでも相談会」
　成年後見制度や債務整理・相続問題など、司法書士による「なんでも相談会」を開催します。
相談は無料ですので、お気軽にご相談ください。

※美作市社会福祉協議会地域福祉課（75-2622）
まで、電話でご予約ください。当日の相談者は
4名としており、定員になり次第締め切らせて
いただきますので、ご了承ください。

と　き 4月13日㈬ 午後3時～5時
ところ 世代交流多目的ホール（美作市北山）
申込み 4月12日㈫まで（要予約）

お 知 ら せ

　大原指定居宅介護支援事業所のご紹介をいたします。
　居宅介護支援事業所とは、介護を必要とされる方が、自宅で介護保険のサービスがスムー
ズに利用していただけるようお手伝いする事業所です。
　大原公民館の並びにある大原指定居宅支援事業所には４名のケアマネージャー（介護支援
専門員）が在籍しています。身体の状態や生活環境、ご本人やご家族が自宅でどのような生
活をつづけたいかお話を伺いながら、ケアプランの作成や見直しを行います。
　デイサービスに行きたい、ヘルパーさんにお風呂に入れてもらいたい、家事を手伝っても
らいたい、 やベッドを借りたいというご相談から、ポータブルトイレを購入したい、手す
りを付けたり段差を解消したいという住宅改修のご相談まで、自宅で生活をつづけるための
トータルなご相談にのり、サービスを提供する事業所との連絡・調整を行っています。

大原指定居宅介護
　支援事業所へ相談を!

美作市
大原総合支所

大原公民館

大原指定居宅
介護支援事業所

やすらぎ荘

美作市立
大原病院

美作市
消防本部
大原出張所

大原
駐在所

↑
至
西
粟
倉
村

至東粟倉 →

MAP

大原指定居宅介護支援事業所
〒707‒0412　岡山県美作市古町1709番地（大原公民館内）

☎ 0868‒78‒7830

この
案内看板が
目印‼

介護相談
コーナー

KAIGO  SOUDAN
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お 知 ら せ

要約筆記奉仕員 養成講座
受講生募集!

【日　　程】　平成28年5月18日（水）～8月3日（水） 毎週水曜日
　　　　　　　9時～12時　（計12回）　　

【場　　所】　美作市社会福祉協議会美作支所（美作市北山401番地）

【参 加 料】　3,500円

【対 象 者】　美作市、勝央町、奈義町、西粟倉村にお住まいの方または
　　　　　　　同地域において要約筆記奉仕員として活動できる方

【定　　員】　20名　※申込者が３人以下の場合は講座の実施はありません。

【申込締切】　平成28年4月22日（金）まで

【主　　催】　社会福祉法人　美作市社会福祉協議会

【協　　力】　岡山県要約筆記団体連絡会・美作要約筆記サークル

【問合せ申込み先】　美作市社会福祉協議会　地域福祉課
　　　　　　　　　　電話：0868-75-2622　ＦＡＸ：0868-75-7081

「聞こえの不自由な方々のため、一緒に活動しませんか」
　美作要約筆記サークルは、２か月に一度勉強会をしながら、講演会など
の大きな会場では要約した文字をスクリーンに投影したり、病院や役所に
付き添うときは、医師や看護師、窓口担当者の話を要約した文字をノート
に書いて伝えるノートテイクなど、聞こえの不自由さを抱えている方に寄
添う活動をしています。本講座を受講し、あなたも私達と一緒に活動して
みませんか?

　美作要約筆記サークル　代表　安藤　泰枝

　要約筆記は、聴覚障がいのある方のために、話の内容をその場で文字にして伝える筆記通訳
のことです。「話す」スピードは「書く」スピードより速いため、すべてを文字化できないの
で、話の内容を要約しつつ、筆記することから「要約筆記」と呼びます。
　中途失聴者・難聴者のなかには、文字でのコミュニケーションを必要とする人が多くおられ
ます。聴覚障がい者の社会参加の支援者となる要約筆記奉仕員となって活躍してくださる方を
養成する講座です。多くの方のご参加をお待ちしております。

※本講座で受講いただいた科目は、岡山県要約筆記者養成講座の免除科目となります。
　また本講座終了後、ステップアップ講座の開催も計画されています。
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お 知 ら せ

ち
ょ
っ
と
！

ひ
と
い
き

た
い
む 1

2

3

4

5

6
8

9

0 重 一

束 録

①漢字１文字問題 ②足らない数字問題 ③四文字の漢字問題

分けられた5文字を使って
1文字の漢字は？

0から9の10個の数字のうち
1つ足らない数字は？

□にあてはまる漢字をつなげ
た四文字漢字は?

ヒント：お知らせ記事の四文字漢字です!

答えはページのどこかにあります。

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

プラン
保険金の種類 Aプラン Bプラン

ケ
ガ
の
補
償

死亡保険金 1,200万円 1,800万円

後遺障害保険金 1,200万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

入院保険金日額 6,500円 10,000円

手術
保険金

入院中の手術 65,000円 100,000円
外来の手術 32,500円 50,000円

通院保険金日額 4,000円 6,000円

特定感染症の補償 上記後遺障害、入院、通院の
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症） 300万円（限度額）

の
補
償

賠
償
責
任

賠償責任保険金
（対人・対物共通） 5億円（限度額）

補償金額（保険金額）

●後遺障害もフルカバー
　なので安心です!!

プラン
タイプ Aプラン Bプラン

基本タイプ 300円 450円

天災タイプ＊
（基本タイプ+地震・噴火・津波）

430円 650円

年間保険料（1名あたり） 保険金をお支払いする主な場合
●清掃ボランティア活動中、転んでケガをし
た。（ケガの補償）
●活動に向かう途中、交通事故にあって亡く
なられた。（ケガの補償）
●活動中、食べた弁当でボランティア自身が
食中毒になって入院した。（ケガの補償）

●家事援助ボランティア活動で清掃中、誤っ
て花びんを落としてこわした。（賠償責任
の補償）
●自転車でボランティア活動に向かう途中、
誤って他人にケガをさせた。（賠償責任の
補償）

＊天災タイプでは、天災（地震・噴火または津波）に
起因する被保険者自身のケガを補償します（天災
危険担保特約条項）が、賠償責任の補償について
は、天災に起因する場合は対象になりません。

平成28年度 ボランティア活動保険 全国200万人
加入!!

● お申し込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ ●

〒100-0013 東京都千代田区霞が関3丁目3番2号 新霞が関ビル17F
TEL:03（3581）4667　FAX:03（3581）4763
受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます）

株式会社 福祉保険サービス取扱代理店社会福祉法人 全国社会福祉協議会
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第三課
TEL：03（3593）6824
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます）

団体契約者

〈引受幹事
保険会社〉

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

子育て用品・車椅子の貸出について
　美作市社会福祉協議会は、子育て用品と車椅子の貸出（有料）事業を始めています。子育
て用品は、チャイルドシート、ベビーカー、ベビーベッドの貸出を行っています。詳しくは、
最寄りの社協各支所にお問い合わせください。なお、土・日・祝日の休日に使用するときは、
平日に福祉用具貸与申請書を提出してください。

【利用料と貸出期間】

【利用できる方】 車椅子

子育て用品

美作市内に居住されている方で、在宅障がい者及び在宅で療
養されている方。介護保険給付による用具の利用ができる方
は対象になりませんが、貸与期間が４日以内であればご利用
いただけます。（無料）

美作市内に在住されている子育て中の方

品　　名 利用料（月額） 貸出期間 備　　考
車椅子 500円

１ヶ月
以内

貸与期間
４日以内
は無料

チャイルドシート（０～４歳） 1,000円
ベビーカー（１ヶ月～３歳） 1,000円
ベビーベッド（新生児～24ヶ月） 1,000円
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平
成
28
年
１
月
21
日
か
ら

平
成
28
年
２
月
20
日 

受
付
分

香
典
返
し

真　

殿　
　

皆
木　

照
夫　

様

（
亡　

し
づ
子
）

　

楮　
　
　

右
手
満
智
子　

様

（
亡　

敏　

隆
）

東
谷
下　

　

西　
　

英
明　

様

（
亡　

光　

幸
）

余　

野　
　

鷹
取　

慎
二　

様

（
亡　

蔦　

代
）

矢　

田　
　

定
森　

富
子　

様

（
亡　

貞　

女
）

古　

町　
　

新
免　

道
徳　

様

（
亡　

徳　

一
）

中　

谷　
　

水
元　

正
喜　

様

（
亡　

ナ
ミ
コ
）

東
青
野　

　

福
田　

良
江　

様

（
亡　

富　

雄
）

川　

東　
　

岳
山　

敏
美　

様

（
亡　

林　

）

北　

山　
　

小
林　

和
正　

様

（
亡　

篤　

）

明　

見　
　

古
田　

清
彦　

様

（
亡　

房　

子
）

長　

内　
　

西
本　

忠
史　

様

（
亡　

美
保
子
）

中　

山　
　

古
川　

雅
朗　

様

（
亡　

節　

子
）

中　

山　
　

下
山　

幸
則　

様

（
亡　

多
美
惠
）

入　

田　
　

大
岡　

義
央　

様

（
亡　

哲　

男
）

友　

野　
　

松
本
真
優
美　

様

（
亡　

安
田
芳
枝
）

楢
原
下　

　

水
嶋　

偉
晴　

様

（
亡　

康　

雄
）

楢
原
下　

　

山
本　

陽
子　

様

（
亡　

芳　

男
）

平　

福　
　

丸
山　

　

勉　

様

（
亡　

美
代
子
）

日　

指　
　

神
原　

清
志　

様

（
亡　

茂　

之
）

豊　

野　
　

遠
藤　

　

始　

様

（
亡　

明　

子
）

土　

居　
　

村
井　

文
子　

様

（
亡　

登　

）

蓮
花
寺　

　

久
保
さ
な
江　

様

（
亡　

秀　

雄
）

小　

野　
　

新
免　

義
秋　

様

（
亡　

登　

利
）

粟
井
中　

　

名
部　

昭
夫　

様

（
亡　

勝　

）

五　

名　
　

小
林　

茂
美　

様

（
亡　

澄　

子
）

大
聖
寺　

　

大
内　

武
雄　

様

（
亡　

と
し
こ
）

尾　

谷　
　

下
山　

敬
二　

様

（
亡　

　

子
）

岡
山
市　

　

谷
本　

達
哉　

様

（
亡　

美　

幸
）

姫
路
市　

　

山
下　

榮
一　

様

（
亡　

藤
本
澄
子
）

大
阪
市　

　

皆
木　

政
次　

様

（
亡　

信　

夫
）

見
舞
返
し

中　

谷　
　

水
元　

正
喜　

様

山　

手　
　

上
山
千
佐
登　

様

一
般
寄
付

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク　

様

作
東
地
区

　
　
　

作
東
地
区
仏
教
会　

様

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

　
　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〒709-4234　美作市江見280
TEL（0868）75-2622　FAX（0868）75-7081

〒707-0113　美作市真加部1616
TEL（0868）75-3601　FAX（0868）75-3602

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

英 田 支 所

東粟倉支所

勝 田 支 所

美 作 支 所

大 原 支 所

本所・作東支所

〒707-0412　美作市古町1850-1
TEL（0868）78-0509　FAX（0868）78-3230

〒707-0403　美作市東青野844-1
TEL（0868）78-2800　FAX（0868）78-2946

〒707-0014　美作市北山401
TEL（0868）72-3677　FAX（0868）72-3969

〒701-2604　美作市福本806-1
TEL（0868）74-2488　FAX（0868）74-3232

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなでつくるかつどうです。

社協だよりは、皆様からお寄せいただいた社協会費・寄付金の一部を使って発行しています。

　

2
月
9
日
、
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
ゆ
り
苑

で
、
梶
並
地
区
社
協
の
高

齢
者
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
38
名
の
参
加
が
あ
り
、
特
技
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
竹
内
義
和
さ
ん
に
ハ
ー
モ
ニ

カ
演
奏
と
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
懐
か
し
い
選
曲

に
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
な
が
ら
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
い
、
ま
た
目
の
前
で
繰

り
出
さ
れ
る
マ
ジ
ッ
ク
に
驚
い
た
り
笑
っ

た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

山
々
の
木
々
も
冬
の
間
は
寒
さ
に
耐
え
忍

び
暖
か
く
な
る
時
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。
社

協
だ
よ
り
４
月
号
を
発
行
す
る
頃
に
は
、
桜

前
線
が
聞
こ
え
て
開
花
の
準
備
が
で
き
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
時
季
は
、
新
年
度
に

向
け
て
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
ょ
う

と
考
え
る
と
き
で
も
あ
る
。

　

広
報
紙
は
、
皆
様
に
読
ま
れ
て
親
し
ま
れ

る
の
が
使
命
で
あ
る
こ
と
を
常
に
頭
に
置
き

な
が
ら
、
毎
月
発
行
の
紙
面
作
り
に
努
力
は

し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
い
か
な
い
。

　

今
月
号
か
ら
は
、
市
社
協
職
員
で
編
集
会

議
を
開
き
多
く
の
市
民
の
方
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
た
紙
面
を
企
画
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

各
地
域
で
福
祉
推
進
役
と
な
っ
て
お
ら
れ
る

方
の
話
が
聞
こ
え
て
く
る
社
協
だ
よ
り
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

【 

あ
と
が
き 

】

表紙の写真

〔
ク
イ
ズ
の
答
え
〕　

① 

春　

② 

７　

③ 

要
約
筆
記




